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利用成果報告書

成果公開有償利用

マウス腫瘍および、腫瘍内に浸潤した免疫細胞の遺伝子解析

MALDI-TOFMS 質量分析装置

これまで腫瘍内浸潤リンパ球や、樹状細胞、マクロファージ、MDSCなどのミエロイド系細胞の性状を解析し、腫瘍免疫のメカニズムに

基づいた効果的な免疫療法の開発を目指してきた。今年度は、腫瘍の退縮につながるT細胞応答を誘導するために、がん細胞に特異

的な遺伝子変異に由来するネオアンチゲンをターゲットとしたワクチンを検討した。マウス胃がん細胞株YTN2、YTN16および肺がん細胞

株LLC1、ASB-XIVについて、変異を含む8-10 merのショートペプチドおよび21 merのロングペプチドを合成し、MALDI-TOFMS質量分

析装置を使用してアミノ酸配列の検証を行った。確認されたペプチドを使用して、マウスに対して樹状細胞ワクチンを行い、抗腫瘍効果

を検討した。
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腫瘍特異的T細胞の標的として遺伝子変異に由来するネオアンチゲンが重要であることが明らかとなり、ネオアンチゲンをターゲットとし

た免疫治療が期待されている。しかしながら、実際にはネオアンチゲンのうち、抗腫瘍効果を認めるものは非常に少ない。本研究の成果

により、効率良く抗腫瘍効果を認める本物のネオアンチゲンを選別することができるようになり、ネオアンチゲンをターゲットとした免疫治

療の開発の加速につながる。
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